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千
歳
市
環
境
整
備
事

業
協
同
組
合（
茎
津
俊
爾

代
表
理
事
）の
創
立
40
周

年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が

５
月
28
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
千
歳

で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日

は
来
賓
や
会
員
ら
関
係
者

１
５
６
人
が
出
席
し
、
設

立
以
来
の
歴
史
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
表
彰
状
・

感
謝
状
の
贈
呈
を
通
し
て

長
年
の
功
績
を
労
う
な
ど

会
員
同
士
の
結
束
を
深
め

ま
し
た
。

　
千
歳
市
の
要
請
を

受
け
、
昭
和
59
年
５

月
に
設
立
さ
れ
た
同

組
合
に
は
現
在
正
会

員
47
社
、
賛
助
会
員

27
社
が
加
盟
。
平
成

18
年
か
ら
は
千
歳
市

都
市
公
園
・
公
共
広

場
の
指
定
管
理
者
と

し
て
、
市
民
に
喜
ば

れ
る
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
標
に
活

動
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
経
済
産

業
省
か
ら
は
官
公
需

法
に
基
づ
く
中
小
企

業
団
体
と
し
て「
官

公
需
適
格
証
明
」
を

受
け
、
信
頼
と
地
域

社
会
へ
の
貢
献
を
目

指
し
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
茎
津
代
表
理

事
が「
創
立
40
周
年
を
区
切

り
と
し
て
、
さ
ら
に
地
域
に

必
要
と
さ
れ
る
組
合
と
な
る

た
め
、
組
合
員
・
役
職
員
一

丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
た

ほ
か
、
品
田
雅
俊
千
歳
市
副

市
長
、
坂
野
智
千
歳
市
議
会

議
長
、
馬
込
毅
北
海
道
中
小

企
業
団
体
中
央
会
事
務
局
長

ら
が
祝
辞
を
読
み
上
げ
、
長

年
の
功
績
を
た
た
え
ま
し

た
。
ま
た
、
40
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
千
歳
市
に

学
校
図
書
館
用
の
木
製
書
架

（
１
１
０
万
円
相
当
）が
贈
呈

さ
れ
、
品
田
副
市
長
に
目
録

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
後
に
行
わ
れ
た
祝
賀

会
で
は
、
千
歳
市
議
会
産
業

建
設
常
任
委
員
会
の
宮
原

伸
哉
委
員
長
の
音
頭
で
祝
宴

に
入
り
、
千
歳
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
倶

楽
部
の
心
地
よ
い
演
奏
の
中

で
、
出
席
者
が
組
合
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
願
い
懇
親
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

（
編
集
部　
伊
藤
）

　
支
笏
湖
ま
ち
づ
く
り
機
構

Ｎ
ｅ
ｏ
ス
テ
ー
ジ（
白
石
一
人
、

佐
々
木
義
朗
共
同
代
表
）が

主
催
す
る
恒
例
の
環
境
美
化

活
動「
４
５
３（
ヨ
ゴ
サ
ン
）

５
３
０（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
）キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」が
５
月
30
日
早
朝
、

支
笏
湖
沿
い
の
国
道
４
５
３

号
幌
美
内
パ
ー
キ
ン
グ
付
近

か
ら
苫
小
牧
分
岐
点
付
近

ま
で
の
範
囲
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
地
元
支
笏
湖
地

区
の
住
民
有
志
を
は
じ
め
、

千
歳
市
内
お
よ
び
恵
庭
市
、

苫
小
牧
市
な
ど
か
ら
参
加

し
た
団
体
・
企
業
関
係
者
約

１
２
０
人
が
参
加
。
本
格
的

な
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
訪
れ
を

前
に
地
域
の
環
境
美
化
に
心

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
毎
年
春
と
秋
の
年
２
回
実

施
し
て
い
る
恒
例
の
清

掃
奉
仕
活
動
で
、今
年
で

21
年
目
を
数
え
ま
す
。札

幌
開
発
建
設
部
千
歳
道

路
事
務
所
の
関
係
者
や

工
事
受
注
業
者
の
ほ
か
、

道
内
外
か
ら
訪
れ
る
観

光
客
に
雄
大
な
自
然
を

満
喫
し
て
も
ら
お
う
と
、

よ
つ
葉
保
険
企
画（
千

歳
市
）や
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
イ

札
幌
地
域
連
携
推
進
室

（
同
）、フ
ィ
リ
ッ
プ
モ

リ
ス
ジ
ャ
パ
ン（
苫
小

牧
）を
含
む
市
内
外
の

行
政
・
観
光
関
係
者

が
早
朝
の
支
笏
湖
に

駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

活
動
は
６
時
30
分

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
支

笏
湖
温
泉
街
周
辺
を

担
当
す
る
班
は
徒
歩

で
、
幌
美
内
方
面
と

苫
小
牧
分
岐
点
方
面

に
向
か
う
班
は
バ
ス
に
分

乗
し
て
支
笏
湖
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
出
発
。
バ
ス
組
は
ポ

イ
ン
ト
ご
と
に
数
人
ず
つ
下

車
し
て
、
国
道
沿
い
や
草
む

ら
、
湖
畔
な
ど
に
落
ち
て
い

る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
、

た
ば
こ
の
吸
い
殻
と
い
っ
た

ご
み
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に
拾

い
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
メ
ン
バ
ー
６
人
で

参
加
し
た
Ｊ
Ａ
Ｌ
ス
カ
イ
札

幌
地
域
連
携
推
進
室
の
河
合

美
和
室
長
は「
今
年
は
例
年

よ
り
も
ご
み
の
量
が
少
な
く

感
じ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

き
れ
い
な
支
笏
湖
の
環
境
を

守
っ
て
い
け
る
よ
う
協
力
し

て
い
き
た
い
」と
爽
や
か
な

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

（
編
集
部　
伊
藤
）

　

千
歳
豊
友
会
病
院

（
千
葉
雄
院
長
）の
職
員

ら
を
対
象
に
し
た
、不

審
者
が
院
内
に
侵
入
し

た
際
に
患
者
や
職
員
の

安
全
を
守
る
た
め
の
護

身
術
訓
練
が
５
月
29
日
、

同
病
院
で
開
か
れ
ま
し

た
。千
歳
署
生
活
安
全

課
の
警
察
官
２
人
を
講

師
に
招
き
、さ
す
ま
た
を

使
っ
て
複
数
人
で
不
審

者
の
身
柄
を
確
保
す
る

方
法
や
、相
手
に
腕
な

ど
を
つ
か
ま
れ
た
際
に

振
り
ほ
ど
く
簡
単
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
な
ど
を
学
び
、

危
険
か
ら
身
を
守
る
対

処
法
を
体
得
し
ま
し
た
。

　
病
院
敷
地
内
に
不
審

者
が
侵
入
し
、外
来
・
入

院
患
者
や
職
員
が
危
険

に
さ
ら
さ
れ
た
際
の
対

処
法
を
職
員
間
で
共
有

し
よ
う
と
、医
療
安
全

管
理
委
員
会
が
訓
練
を

企
画
し
、今
年
初
め
て

実
施
し
ま
し
た
。講
師

役
の
警
察
官
か
ら
、２

本
の
さ
す
ま
た
を
使
っ

て
不
審
者
を
制
圧
す
る

方
法
や
手
首
や
腕
を
つ

か
ま
れ
た
際
の
振
り
ほ

ど
き
方
、大
声
で
応
援

を
呼
ぶ
、身
に
着
け
て
い

る
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を

引
っ
張
ら
れ
た
際
の
対

応
策
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
、患
者
や
外
部

の
人
間
と
接
触
す
る
機
会

の
多
い
事
務
職
や
看
護
師
、

当
直
ス
タ
ッ
フ
な
ど
職
員

約
30
人
が
参
加
。不
審
者
役

の
警
察
官
を
さ
す
ま
た
で

制
圧
す
る
際
に
「
た
す
き

掛
け
の
よ
う
に
斜
め
に
抑

え
込
む
と
制
圧
し
や
す
い
」

「
女
性
職
員
の
場
合
は
複

数
で
対
応
し
、上
半
身
と
下

半
身
を
別
々
に
封
じ
る
の

が
効
果
的
」
な
ど
と
ア
ド

バ
イ
ス
。最
後
に
「
あ
く
ま

で
も
警
察
官
が
到
着
す
る

ま
で
の
一
時
的
な
対
処
法
で

す
」
と
自
身
の
安
全
確
保

を
最
優
先
す
る
よ
う
訴
え

ま
し
た
。

　

企
画
し
た
医
療
安
全
管

理
委
員
会
の
後
藤
樹
さ
ん

（
放
射
線
科
主
任
）は
「
今

回
の
貴
重
な
経
験
を
参
加

で
き
な
か
っ
た
職
員
に
も

共
有
し
、職
員
の
安
全
意
識

を
高
め
、地
域
住
民
の
皆
さ

ま
が
よ
り
安
心
し
て
当
院

を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と

総
括
し
ま
し
た
。

（
編
集
部　
伊
藤
）

千歳市環境整備事業協同組合４０周年
記念式典・祝賀会で節目を祝う

千歳豊友会病院千歳豊友会病院職員が護身術護身術訓練　警察官からさすまたの使い方学ぶ

千歳ちゃんと  かわら版ちゃんと  かわら版

春を感じるおもてなしのみちづくり
地域有志が支笏湖沿いの国道を清掃

サックサクのとんかつ食べて
ホッと一息しませんか
札幌で昭和27年に創業した老舗のこだわりは「熟成とん
かつ」。豚肉を低温で35日間熟成させて、旨味と柔らかさ
を最大限に引き出した最良のお肉を使用します。挽き立
ての生パン粉で包み、40Lのたっぷりの油と60㎝の銅鍋
で揚げたとんかつは肉汁もたっぷり。一枚一枚に想いが
込められた、とんかつ好きのためのとんかつです。
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